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飛
行
機
の
乗

客
は
他
に
す
る

事
も
な
い
か

ら
、
客
室
乗
務

員
の
仕
事
ぶ
り
ば
か
り
を
見

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

Ｔ
Ｖ
出
演
者
は
よ
く
飛
行

機
を
利
用
す
る
か
ら
か
、
女

性
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
乗
務
員
達
の
化
粧
が

雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言

っ
て
い
た
。
経
営
破
綻
に
よ

る
士
気
の
低
下
を
指
摘
す
る

の
だ
。
操
縦
室
や
管
制
室
の

方
の
士
気
は
ど
う
か
と
不
安

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
飛

行
機
の
よ
う
に
最
新
の
科
学

技
術
で
運
用
し
て
い
る
物
で

も
人
の
心
が
荒
む
と
す
れ
ば

心
配
で
あ
る
。

　

ま
し
て
歯
科
医
療
の
よ
う

に
す
べ
て
人
の
手
技
と
判
断

に
委
ね
る
分
野
で
は
、
技
術

よ
り
も
士
気
や
気
合
で
あ

る
。
産
科
、
小
児
科
、
救
急

な
ど
も
同
様
で
、
士
気
を
高

め
る
の
に
、
金
銭
的
評
価
も

有
効
だ
ろ
う
。

　

ま
た
ル
ー
ル
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
管
理
さ
れ
、
専
門

家
と
し
て
の
裁
量
権
を
奪
わ

れ
て
い
る
現
実
の
改
善
も
重

要
で
あ
る
。
踏
み
倒
し
す
る

患
者
や
「
金
払
っ
と
る
の
は

わ
し
や
」
と
傲
慢
な
患
者
の

存
在
も
小
数
だ
が
、
無
視
で

き
な
い
士
気
劣
化
の
要
因
で

あ
る
。

保
険
料
払
え
ず
３
５
５
０
人
が
短
期
証

４
月
か
ら
さ
ら
に
５
・
07
％
ア
ッ
プ

　

短
期
証
の
市
町
村
別
の
発

行
件
数
は
、
大
阪
市
が
１
６

０
４
件
で
最
多
。
次
い
で
東

大
阪
市
３
２
７
件
、豊
中
市
・

堺
市
が
と
も
に
２
９
１
件
、

枚
方
市
１
３
５
件
と
な
っ
て

い
る
。
短
期
証
の
有
効
期
限

は
１
〜
６
カ
月
で
設
定
さ
れ

て
い
る
。
期
限
が
切
れ
る
と

再
交
付
さ
れ
る
ま
で「
無
保

険
」状
態
に
な
り
、
受
療
権

が
侵
害
さ
れ
る
。

　

同
制
度
は
、
年
齢
に
よ
る

差
別
や
保
険
料
滞
納
者
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
か
ら
、

制
度
廃
止
や
資
格
書
の
発
行

中
止
を
求
め
る
運
動
が
全
国

規
模
で
広
が
り
、
厚
労
省
は

昨
年
10
月
、
資
格
書
を
「
原

則
交
付
し
な
い
」
方
針
を
全

国
に
通
知
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
大
阪
で
も
当
面
、

発
行
が
見
送
ら
れ
て
い
る
。

　

同
制
度
は
、
08
年
６
月
に

参
議
院
で
廃
止
法
案
が
民
主

・
社
民
・
共
産
な
ど
野
党

（
当
時
）
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。
09
年
８
月
の
総

選
挙
で
は
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
」
を
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
で
掲
げ
た
民
主
党
が

政
権
を
奪
取
し
た
が
、
廃
止

を
先
送
り
し
て
い
る
。

　

民
主
党
は
、
４
月
か
ら
保

険
料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に

す
る
、と
し
て
い
た
が
、２
０

１
０
年
度
予
算
案
に
は
保
険

料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め

の
予
算
を
計
上
し
て
い
な
い
。

　

協
会
か
ら
は
下
井
戸
昭
介

・
山
上
紘
志
両
副
理
事
長
、

宮
本
辰
雄
・
古
田
光
行
両
監

事
、
事
務
局
合
わ
せ
て
６
人

が
参
加
し
た
。
大
阪
選
出
の

衆
・
参
全
議
員
に
要
請
し
た
。

　

「
保
険
歯
科
医
療
を
守

り
、
発
展
さ
せ
る
大
阪
の

会
」
は
高
す
ぎ
る
窓
口
負
担

の
軽
減
、
保
険
の
き
く
範
囲

を
拡
大
す
る
こ
と
で
安
心
し

て
歯
科
治
療
を
う
け
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
結
成

準
備
を
進
め
て
い
る
も
の
で

ん
な
が
立
ち
上
が
れ
ば
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
運
動
へ
の
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。

郵送物確認について
組織部から

　会員の先生には『大阪歯科保険
医新聞』『全国保険医新聞』を毎
月５・15・25日付で、『月刊保団
連』を毎月15日付で発行していま
す。新聞や引去り明細書などが正
しく届いていない場合は、協会・
事務局までご連絡ください。

の
賛
同
要
請
に
「
出
席
す
る

方
向
で
調
整
し
た
い
」
な
ど

の
、
良
好
な
対
応
が
目
立
っ

た
。

　
　

◆　
　

◇　
　

◆

要
請
先
一
覧
（
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

吉
井
英
勝
（
共
産
・
衆
）

【
秘
書
対
応
】

•
衆
院
（
民
主
）
稲
見
哲

男
、
大
谷
啓
、
熊
谷
貞
俊
、

熊
田
篤
嗣
、
樽
床
伸
二
、
辻

惠
、
中
川
治
、
中
島
正
純
、

中
野
寛
成
、
長
尾
敬
、
長
安

豊
、
萩
原
仁
、
平
野
博
文
、

藤
村
修
、
村
上
史
好
、
吉
田

お
さ
む
、
渡
辺
義
彦

（
社
民
）
辻
元
清
美
、
服
部

良
一

（
自
民
）
竹
本
直
一
、
谷
畑

孝
、
西
野
あ
き
ら
、
柳
本
卓

治（
公
明
）
池
坊
保
子

（
共
産
）
宮
本
岳
志

•
参
院
（
民
主
）
梅
村
聡
、

松
岡
徹

（
自
民
）
谷
川
秀
善

（
公
明
）
白
浜
一
良
、
山
下

栄
一
、
山
本
香
苗

（
共
産
）
山
下
芳
生

【
面
談
拒
否
】

（
民
主
・
参
）
高
嶋
良
充

　

２
月
19
日
の
衆
議
院
・
財

務
金
融
委
員
会
で
は
、
自
主

共
済
制
度
の
救
済
に
つ
い
て

亀
井
静
香
・
金
融
担
当
大
臣

が
「
こ
の
国
会
で
法
的
な
整

備
を
し
た
い
。
現
在
、
作
業

を
進
め
て
い
る
」
と
答
弁
、

共
済
の
救
済
策
に
つ
い
て
初

め
て
言
明
し
ま
し
た
。

　

亀
井
大
臣
は
す
で
に
、
休

業
保
障
を
保
険
業
法
の
適
用

除
外
と
す
る
た
め
の
方
策
を

講
じ
る
よ
う
金
融
庁
担
当
局

長
に
直
接
指
示
し
ま
し
た

　

民
主
党
政
権
が
発
足
後

も
、
協
会
・
保
団
連
は
会
員

の
傷
病
に
よ
る
休
業
と
地
域

医
療
を
支
え
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
「
休
業
保
障
」
の

存
続
を
国
会
議
員
に
訴
え
続

け
て
い
ま
す
。

休保制度存続へ加入者
の声をお寄せください
下井戸昭介共済部長が呼びかけ

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
を
払
え
ず
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
有
効
期
限
の
短

い
短
期
保
険
証
に
切
り
替
え
ら
れ
た
高
齢
者
が
、
府
内
で
３
５
５
０
人
（
１
月
５
日
時
点
）

に
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
４
月
か
ら
は
保
険
料
が
平
均
５
・
07
％
引
き
上
が
る
（
表
）
こ

と
も
決
ま
っ
て
お
り
、
滞
納
者
の
更
な
る
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。
制
度
の
即
時
廃
止
を
望

む
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

会
、
年
金
者
組
合
な
ど
で
つ

く
る
「
や
め
て
ん
か
！
後
期

高
齢
者
医
療
お
お
さ
か
総
行

動
」
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
制
度
の
即
時
廃
止
を
求

め
る
「
再
ス
タ
ー
ト
集
会
」

が
開
か
れ
た
。
署
名
・
宣
伝

の
取
り
組
み
強
化
や
、
３
月

21
日
の
府
民
集
会
へ
の
結
集

な
ど
を
決
め
、
廃
止
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　

枚
方
で
は
、
社
保
協
な
ど

市
民
団
体
が
主
催
し
、
１
月

26
日
に
後
期
医
療
制
度
廃
止

な
ど
を
目
指
す
つ
ど
い
が
開

か
れ
た
。
市
民
ら
50
人
超
が

参
加
し
、「
は
よ
、
や
め
て

ん
か
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
考
え
る
実
行
委
員
会
」
を

発
足
さ
せ
た
。
枚
方
社
保
協

の
代
表
を
務
め
る
協
会
の
小

山
榮
三
理
事
・
相
談
役
は
、

「
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
撤
回
、
普
天
間
基

地
と
名
護
市
長
選
挙
な
ど
、

私
た
ち
の
運
動
・
国
民
の
運

動
が
国
を
動
か
し
つ
つ
あ

る
。
高
齢
者
の
問
題
で
も
み

「立ち上がれば変えることができる」とあ
いさつする小山氏＝１月27日、枚方市内

後期高齢者
医 療 制 度

新聞は月３回届いていますか

　

後
期
医
療
制
度
の
廃
止
先

送
り
や
保
険
料
引
き
上
げ
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
府

民
の
怒
り
が
広
が
っ
て
い

る
。
２
月
５
日
に
は
、
協
会

や
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

５
月
29
日
に
結
成
総
会
を
開

く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

面
談
し
た
吉
井
英
勝
衆
院

議
員
（
共
産
）
は
、
海
外
技

工
物
の
問
題
に
つ
い
て
理
解

を
示
し
、「
消
費
者
保
護
の

観
点
に
た
っ
て
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

し
、
そ
の
た
め
に
協
会
・
保

団
連
か
ら
の
積
極
的
な
資
料

提
供
を
強
く
求
め
た
。

　

要
請
先
の
多
く
は
秘
書
対

応
だ
っ
た
が
、
結
成
総
会
へ

消費者保護の観点から海外技工の問題
に取り組みたいとした吉井英勝衆院議
員（右）＝２月18日、議員会館内　　　

が
、
事
務
所
を
通
じ
て
今
年

前
半
期
ま
で
に
対
応
し
た
い

と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
た
め
、
保
団
連
は
早
期
の

対
応
を
求
め
て
再
度
同
大
臣

と
の
懇
談
を
要
請
し
て
い
ま

す
。
前
進
し
つ
つ
あ
る
今
の

情
勢
を
さ
ら
に
動
か
す
た

め
、
亀
井
大
臣
に
宛
て
た
休

業
保
障
加
入
者
の
声
を
ぜ
ひ

お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
加
入

者
の
先
生
方
に
は
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
）

　

協
会
は
「
保
険
歯
科
医
療
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
大
阪

の
会
」
へ
の
賛
同
と
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
自
主
共
済

の
保
険
業
法
適
用
除
外
な
ど
を
求
め
て
、
２
月
18
日
に
国

会
要
請
を
行
っ
た
。

即
時
廃
止
求
め
各
地
で
集
会

国会行動

賛
同
な
ど
求
め

保
険
歯
科
医
療
を
守
り

発
展
さ
せ
る
大
阪
の
会

大
阪
選
出
の
全
議
員
に
要
請

（表）後期医療　４月からの保険料
単身世帯（年金収入のみ）
年金収入額 09年度 10年度 伸び率（％）
80万円 4,741円 4,903円 3.42
120万円 7,112円 7,355円 3.42
180万円 49,650円 51,837円 4.40
220万円 105,571円 111,614円 5.72
300万円 175,011円 186,334円 6.47

夫婦２人世帯（年金収入のみ）
年金収入額 09年度 10年度 伸び率（％）
159万円 9,482円 9,806円 3.42
199万円 14,224円 14,710円 3.42
259万円 59,132円 61,645円 4.25
299万円 134,020円 141,034円 5.23
379万円 222,426円 235,370円 5.82


